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はじめに 
 マイクロ波アシスト磁化反転(MAMR)は、強磁性共鳴(FMR)を利用したエネルギーアシスト磁化反転の手法

である。マイクロ波を印加し磁化の FMR を引き起こすことで、より小さな外部磁場での磁化反転が可能とな

る。これまで MAMR については様々な形状において、磁化反転磁場のマイクロ波周波数、強度依存性が調べ

られてきた。しかし、一般的な信号発生器が幅 10 ns 以下のマイクロ波を出力できないために、磁化反転ダイ

ナミクスについての報告は少ない。以前我々はこの問題を解決するためにマイクロ波に加えて 2 ns 幅のパル

ス磁場を重畳印加し、マイクロ波とパルス磁場の協同効果で起こる磁化反転を観測することで、磁化反転ダ

イナミクスの性質について調べた[1]。今回は磁化緩和時間よりも短いパルス磁場（サブナノ秒幅）を重畳印

加する実験を行い、より詳しく磁化反転ダイナミクスについて調べた。 
実験方法 
 測定に用いた NiFe 細線の寸法を Fig. 1 に示す。表面を熱酸化処理された Si 基板上に、超高真空蒸着機を用

いて厚さ 30 nm の NiFe 細線を作製した。その後、SiO2絶縁層(70 nm)をスパッタ成膜した後、Au(100 nm)のコ

プレーナ線路(幅 : 2 μm)を作製した。コプレーナ線路にマイクロ波、パルス電流を流すことで NiFe 細線の幅

方向にマイクロ波磁場とパルス磁場を印加した。磁化反転磁場は VNA-FMR 法を用いて NiFe 細線の FMR ス

ペクトルを測定することより求めた。そしてアシスト磁場として(a)マイクロ波のみ、(b)パルス磁場のみ、(c)
マイクロ波+パルス磁場の重畳磁場を印加した場合での磁化反転磁場を測定した。 
実験結果 
 ここでは、マイクロ波(周波数 5 GHz、強度 100 Oe、幅 25 ns)とパルス磁場(強度 320 Oe、幅 300 ps)を重畳

印加した場合の結果を示す。マイクロ波の立ち上がりからパルス磁場の立ち上がりまでの遅れ時間を tdelayと

定義し、磁化反転磁場の tdelay依存性を Fig.2 にプロットした。ここで、青点線はパルス磁場のみ、赤線はマイ

クロ波のみを印加した場合の磁化反転磁場を表す。結果を見るとマイクロ波、パルス磁場のみを印加した場

合よりも両者を重畳印加した場合の方が、磁化反転磁場が減少している。またマイクロ波が立ち上がる範囲 
 (tdelay=0〜5 ns) においては、磁

化反転磁場がマイクロ波強度

の増加に伴って減少しており、

どちらも tdelay=5 ns で飽和して

いる。この結果から、磁化の歳

差運動の振幅がマイクロ波の

強度の増加から遅れずに応答

していることがわかる。当日

は、さらに詳しく磁化ダイナミ

クスについて調べた結果につ

いても報告する。 
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